
水

資

源

開

発

公

団

は

、

水

資

源

の

開

発

と

利

用

の

た

め

の

事

業

を

行

な

う

こ

と

に

よ

り

、

国

民

経

済

の

成

長

と

国

民

生

活

の

向

上

に

寄

与

す

る

こ

と

を

目

的

に

昭

和

年

に

設

立

さ

れ

、

以

37

来

有

余

年

、

国

民

生

活

や

産

40

業

に

な

く

て

は

な

ら

な

い

水

の

安

定

供

給

や

洪

水

防

止

等

に

大

き

な

役

割

を

果

た

し

て

参

り

ま

。

、

、

し
た

し
か
し
な
が
ら

近
年

日

本

経

済

が

厳

し

い

状

況

に

あ

る

こ

と

も

反

映

し

て

、

利

水

者

の

皆

様

か

ら

事

業

コ

ス

ト

の

更

な

る

抑

制

を

要

請

さ

れ

る

と

と

も

に

、

こ

れ

ま

で

の

よ

う

な

水

の

量

的

な

安

定

供

給

だ

け

で

な

く

、

流

域

全

体

を

見

据

え

た

水

質

な

ど

、

水

環

境

の

保

全

や

水

源

地

域

の

活

性

化

に

も

積

極

的

な

役

割

を

果

た

し

て

い

く

こ

と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国

民

の

皆

様

の

ご

意

見

を

受

け

「

安

全

で

良

質

の

水

を

安

、

定

し

て

安

く

お

届

け

す

る

と

と

も

に

、

流

域

の

水

環

境

の

保

全

や

地

域

の

活

性

化

に

も

貢

献

す

る

」

こ

と

を

モ

ッ

ト

ー

に

、

水

資

源

開

発

公

団

は

、

本

年

月

10

１

日

か

ら

「

独

立

行

政

法

人

水

資

源

機

構

」

へ

と

生

ま

れ

変

わ

り
ま
す
。

そ

し

て

、

水

資

源

開

発

公

団

は

、

新

し

い

「

独

立

行

政

法

人

水

資

源

機

構

」

へ

の

移

行

を

踏

ま

え

、

自

ら

組

織

・

業

務

等

の

改

革

を

行

な

う

た

め

、

改

革

に

取

組

ん

で

い

る

と

こ

ろ

で

す

。

私

た

ち

は

、

こ

う

し

た

自

己

改

革

に

努

力

し

、

水

資

源

開

発

公

団

か

ら

、

こ

れ

ま

で

以

上

に

効

率

的

で

質

の

高

い

サ

ー

ビ

ス

を

行

う

「

独

立

行

政

法

人

水

資

源

機

構

」

へ

と

転

換

を

図

り

、

利

水

者

や

国

民

の

皆

様

の

お

役

に

立

ち

、

信

頼

さ

れ

、

ご

支

援

・

ご

協

力

し

て

頂

け

る

組

織

と

し

て

新

し

く

生

ま

れ

変

わ

っ

て

行

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

この用紙は再生紙を使用しています－潤いを未来に－ 水資源開発公団思川開発建設所
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り

思
川
だ
よ

お

も

い

が

わ
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発行人兼編集人
柴田 安宏

南摩ダム予定地

（右後方は男体山）

思川開発事業による

安定水源の確保を

当町の水道事業は、昭和３７年に一部地域の簡易水道事業

の認可を受け、地下水を水源とする給水が開始されました。

その後、首都圏５０㎞圏内の立地条件を生かした企業の誘致

や住宅地開発等、地域経済の活性化に伴い人口の増加が図ら

れ、それらによる社会環境の変化に対応するため、更なる水

道事業の拡張が行われ、昭和６３年には町内全域に上水道に

よる給水が開始されました。

また、一方で当地域は地下水汲み上げによる地盤沈下現象

が著しく、地下水の汲み上げが規制され、地下水から表流水

への転換を余儀なくされました。そのような状況下、地下水

に変わる水源の確保が急務となり、利根川表流水を水源とす

る第２次拡張事業が計画され、思川開発事業による暫定水利

権を取得、現在に至っております。

、 、思川開発事業は 実施計画調査着手以来３０数年が経過し

国の大型公共工事の見直しなど、脱ダム風潮の中で計画が継

続されたことに対し、関係各位のご努力に感謝を申し上げる

ところです。今後とも、より安定した水源の確保を図るため

にも、一日も早い事業の完成を期待するものです。なお、ダ

ム建設に関係する地域の皆様方と、住み慣れた地を離れる水

没地域の皆様の思いに対し、深く感謝を申し上げる次第であ

ります。

今後の事業実施にあたりましては、低迷した経済状況を考

慮した事業費の縮減と自然環境を考慮した事業の実施をお願

いいたします。

最後に、工事期間中における皆様方の安全をご祈念申上げ

ます。

特別寄稿

茨城県五霞町長

大 谷 隆 照

川
の
連
携
・
明
日
へ
の
水

南
摩
ダ
ム
に
よ
り
移
転
を
す
る
必
要
の
あ
る
皆
様
の
代
替
地
で
あ
る

上
南
摩
集
団
移
転
地
が
昨
年

、
西
沢
集
団
移
転
地
も
少
し
遅
れ

月
に

12

ま
し
た
が
本
年
３
月
に
そ
れ
ぞ
れ
造
成
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

現
在
、
現
地
で
は
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
完
成
し
た
代
替
地
に
は
移
転
者
の
皆
様
の
夢
を
託
し
た
名
称

が
決
ま
り
ま
し
た
。
上
南
摩
代
替
地
は
「
思
い
川
団
地

、
西
沢
代
替

」

地
は
「
光
ヶ
丘
団
地
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
移
転
者
の
皆
様
か
ら
出
さ
れ
た

た
く
さ
ん
の
案
の
中
か
ら
、
最
終
的
に
は
阿
部
鹿
沼
市
長
に
お
願
い
し

て
、
決
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
建
築
工
事
は
最
盛
期
を
迎
え
、
早
い
方
は
５
月
連
休
明
け

に
引
っ
越
し
が
行
わ
れ
、
そ
の
他
の
方
も
年
内
に
は
新
し
い
家
で
の
生

活
を
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

公
団
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
移
転

者
の
皆
様
が
新
し
い
土
地
で
の
生

活
に
早
く
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



去
る
２
月

日
、
思
川
開
発
建

18

設
所
会
議
室
に
て
、
野
外
授
業
と

し
て
、
上
南
摩
小
学
校
の
４
年
生

名

が

学

習

会

に

参

加

し

ま

し

11た
。児

童
に
は
、
紙
芝
居
式
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
「
水
や
生
き
物
、
ダ
ム

の
は
な
し
」
と
「
南
摩
川
の
生
き

物
た
ち
」
と
題
し
た
下
敷
き
を
手

渡
し
、
公
団
の
若
手
職
員
が
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
ス
ク
リ
ー

ン
に
パ
ソ
コ
ン
の
画
像
を
映
し
出

し
、
水
の
大
切
さ
や
南
摩
川
の
生

き
物
た
ち
、
南
摩
川
の
水
質
、
南

摩
ダ
ム
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
初
め
は
少
し
緊
張
気
味

だ
っ
た
児
童
た
ち
も
、
コ
コ
ア
を

片
手
に
手
渡
さ
れ
た
紙
芝
居
式
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
説
明

を
聞
き
、
ま
た
、
学
習
の
一
環
で

南
摩
川
の
水
質
や
生
き
物
の
種
類

な
ど
の
調
査
成
果
と
照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら
、
興
味
津
々
で
説
明
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。

一
連
の
説
明
が
終
わ
り
、
質
疑

応
答
の
時
間
に
は
児
童
全
員
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

質

問

に

は

「

南

摩

ダ

ム

に

貯

ま

、

る

水

の

量

は

「

ダ

ム

を

造

る

の

」

に
は
ど
れ
く
ら
い
お
金
が
か
か
る

の

「

ダ

ム

の

大

き

さ

や

重

さ

、

」

調
査
開
始
時
期
は
」
な
ど
、
さ
す

が
の
公
団
職
員
も
数
字
で
は
答
え

ら
れ
て
も
、
小
学
生
の
み
な
さ
ん

に
イ
メ
ー
ジ
で
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
相
当
苦
労
を
し
な
が
ら

答
え
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
南

摩
川
が
い
つ
出
来
た
の
か
な
ど
、

そ
の
場
で
は
答
え
ら
れ
な
い
質
問

も
飛
び
出
し
ま
し
た
。

今
回
の
学
習
会
で
は
、
児
童
た

ち
が
南
摩
川
の
自
然
環
境
や
ダ
ム

事
業
に
興
味
を
持
ち
、
理
解
し
よ

う
と
す
る
気
持
ち
が
す
ご
く
伝
わ

り
、
児
童
た
ち
の
素
直
な
考
え
が

聞
け
た
こ
と
に
十
分
満
足
で
き
ま

し
た
。

後
日
、
児
童
一
人
ひ
と
り
か
ら

お

礼

の

お

手

紙

を

も

ら

い

「

水

、

の
大
切
さ
や
南
摩
ダ
ム
の
こ
と
が

い
ろ
い
ろ
分
か
っ
た
」
等
々
、
職

員
一
同
、
手
紙
を
見
て
心
を
打
た

れ
る
も
の
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
で
全
て
を
ご
紹
介
で
き

な
い
の
は
本
当
に
残
念
で
す
が
、

児
童
が
手
作
り
で
作
っ
て
く
れ
た

「
す
ご
ろ
く
」
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

こ

れ

か

ら

も

こ

の

よ

う

な

学

習

会

を

行

っ

て

、

自

然

環

境

や

ダ

ム

事

業

の

ご

理

解

を

得

ら

れ

る

よ

う

、

職

員

一

丸

と

な

っ

て

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

思

川

開

発
建

設

所

で
は

、

南

摩

ダ

ム
の

補

償

業

務
が

本

格
化

す

る

一
方

、

取

水
・

導

水

地
区

に

つ

き
ま

し

て

も
今

後

、
補

償

業

務

の
進

捗

を

図
る

必

要
が

あ

る

こ
と

か

ら

組

織
の

強

化
、

充

実

を
図

り

、

本

年
４

月

に
取

水

・

導
水

地

区

の
用

地

業

務
を

担

当
す

る

第

三

用
地

課

を

新
設

し

ま
し
た
。

取
水

・

導

水
地

区

の

技
術

業

務

を

担

当

す
る

調

整

課
と

も

ど

も

地

域

の
皆

様

方

に

密
着

し

た

業

務

を

進
め

て

ま

い

る
所

存
で

す

の

で

、
よ

ろ

し

く
お

願

い
致

し
ま
す
。

『

思

川

だ

よ

り

』

第

７

号

を

皆

様

方

に

お

届

け

で

き

る

こ

と

と

な

り

、

感

謝

し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
思
川
開
発
建
設
所
も
新

年
度
を
迎
え
、
新
し
い
職
員
も
加

わ
り
、
体
制
を
よ
り
一
層
充
実
さ

せ
、
今
ま
で
以
上
に
所
長
以
下
職

員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
の
早
期
完

成

を

目

指

し

て

頑

張

り

ま

す

の

で
、
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
支
援

を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

。

ま
す

この用紙は再生紙を使用しています－潤いを未来に－ 水資源開発公団思川開発建設所

皆様と思川開発事業を結ぶネットワーク

人

事

異

動

４
月
１
日
付
で
転
入
・
転
出
の
あ
り
ま
し
た
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

転
入
者

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

【

前
任
地

】

◆

◆

」

)

副
所
長

加
藤
宏
基

(

水
源
地
環
境
整
備

ダ
ム

セ
ン
タ
ー

環
境
課
長

椎
名
教
之

（
利
根
川
河
口
堰
管
理
所
）

工
務
課
長

池
上
眞
二

（
本
社
第
一
工
務
部
）

第
一
用
地
課

松
澤
俊
一

（
岩
屋
ダ
ム
管
理
所
）

北
嶋
慎
也

（
徳
山
ダ
ム
建
設
所
）

第
二
用
地
課

渡
辺
淳
一

（
本
社
管
理
部
）

東

千
晃

（
中
部
支
社
総
務
部
）

第
三
用
地
課

牧
元

学

（
徳
山
ダ
ム
建
設
所
）

荒
木

段

（
大
山
ダ
ム
建
設
所
）

調
整
課

犬
童
眞
二

（
本
社
第
一
工
務
部
）

環
境
課

西
岡
芳
尚

（
川
上
ダ
ム
建
設
所
）

◆
転
出
者
◆
「
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

【

転
出
先

】

調
査
役

浦
野

勇

（
霞
ヶ
浦
開
発
総
合
管
理
所
）

用
地
役

西
村
政
幸

（
本
社
用
地
部
）

第
一
用
地
課

山
田
敏
行

（
豊
川
用
水
総
合
事
業
部
）

神
山
綾
寿
乃

（
本
社
人
事
部
）

第
二
用
地
課

生
方
秀
幸

（
豊
川
用
水
総
合
事
業
部
）

小
田
桐
篤

（
本
社
経
理
部
）

調
整
課

長
谷
見
智
久

（
徳
山
ダ
ム
建
設
所
）

環
境
課

金
山
明
広

（
下
久
保
ダ
ム
管
理
所
）

◆
所
内
異
動
◆

調
査
役

村
上
慶
司

（
工
務
課
長
）

第
二
調
査
設
計
課
長

小
笠
原
幹
生

（
環
境
課
長
）

「
知
っ
て
る
つ
も
り

児
童
手
作
り
の

！？

南
摩
川
ビ
ッ
ク
リ

Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」

！？

！

だ
よ

！！

水
を
大
切
に

水
を
大
切
に
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